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幸
福
な
暮
ら
し
の
あ
り
方
を

一
人
ひ
と
り
が
前
向
き
に
追
求
す
る

「
先
進
国
」は
ほ
と
ん
ど
上
位
に
入
っ
て

い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
23
位
、
日
本
に

い
た
っ
て
は
残
念
な
が
ら
90
位
と
い
う

結
果
だ
っ
た
。
健
康
、
経
済
、
教
育
と

い
う
観
点
で
は
得
点
が
高
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人
は
幸
福
を
感
じ

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
が
幸
福
を
実

感
し
て
い
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

「
社
会
福
祉
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
て
い

る
安
心
感
、
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
、

国
民
全
員
で
物
事
を
決
め
る
一
体
感
と

い
う
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
幸
せ
を
実
感

で
き
る
理
由
だ
と
思
い
ま
す
」と
語
る

の
は
、
在
日
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
の
フ
ラ

ン
ツ
＝
ミ
カ
エ
ル
・
ス
キ
ョ
ル
・

メ
ル
ビ
ン
氏
だ
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
税
金
が
高
い
半

面
、
失
業
者
や
リ
タ
イ
ア
し
た
人
を

救
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

整
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
汚
職
や
不
正

が
少
な
く
、
国
と
国
民
の
信
頼
関
係

が
厚
い
。
国
民
は
積
極
的
に
議
論
に

参
加
し
、
国
民
の
総
意
に
基
づ
い
た

国
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
経
済
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
の
だ
と
い
う
。

　

一
人
ひ
と
り
が
前
向
き
に
自
分
の
幸

せ
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
え
て
き
た
デ
ン
マ
ー
ク
。
こ
の
国
か

ら「
幸
せ
」に
つ
い
て
学
ん
で
い
こ
う
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
部
に
位
置
し
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
並

ん
で
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
3
国
と
し
て
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
デ
ン
マ
ー
ク
。

ド
イ
ツ
と
陸
続
き
の
ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島

と
4
0
0
以
上
の
島
か
ら
な
る
約

4
万
3
0
0
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

国
土
は
、
日
本
の
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
。
険

し
い
山
も
な
く
、
海
に
囲
ま
れ
た
、
森

と
平
原
が
広
が
る
豊
か
な
国
土
に
暮
ら

す
人
々
は
、
わ
ず
か
約
5
4
3
万
人
だ
。

こ
の
北
欧
の
小
さ
な
国
が
、「
世
界
一
幸

せ
な
国
」と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

英
国
レ
ス
タ
ー
大
学
の
社
会
心
理
学

者
で
あ
る
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ホ
ワ
イ
ト

氏
は
、
ユ
ネ
ス
コ
、
世
界
保
健
機
関

（
W
H
O
）、
米
中
央
情
報
局（
C
I
A
）

を
は
じ
め
と
す
る
1
0
0
以
上
の
国
際

機
関
が
発
表
し
た
統
計
資
料
と
、
世
界

各
国
の
約
8
万
人
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
か
ら「
世
界
幸
福
度
マ
ッ

プ
」を
作
成
し
た
。
同
調
査
に
よ
る
と
、

国
民
の
52
％
が「
と
て
も
幸
せ
」と
感
じ

て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
が
、
1
7
8
カ
国

中
第
1
位
に
輝
い
た
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る

北欧の小国・デンマーク。

なだらかな国土には、平原と森、湖が多く自然に恵まれている。

童話作家・アンデルセンの故郷として有名な国は、

福祉、医療、教育などの社会福祉政策の充実に力を注いできた。

その結果、国民の約半数が「とても幸せ」と感じているという。

幸福の価値観

写真提供：スカンジナビア政府観光局（http://www.visitscandinavia.or.jp）

世界でもっとも幸せな国
デンマーク

概要

国　　名 ： デンマーク王国　Kingdom of Denmark
人　　口 ： 約543万人（2007年デンマーク統計年鑑）
首　　都 ： コペンハーゲン
国　　土 ： 約4万3000平方キロメートル（九州とほぼ同じ）
言　　語 ： デンマーク語
宗　　教 ： 福音ルーテル派（国教） 
通貨単位 ： デンマーク・クローネ
平均寿命 ： 77歳
国民一人あたりの国内総生産 ： 5万2110米ドル（2007年）

「国民の幸福度」
ランキング ベスト20

1位 デンマーク

90位　日本

に学ぶ

 2位  スイス
 3位  オーストリア
 4位  アイスランド
 5位  バハマ
 6位  フィンランド
 7位 スウェーデン
 8位  ブータン
 9位  ブルネイ・ダルサラーム
10位  カナダ
11位  アイルランド
12位  ルクセンブルク
13位  コスタリカ
14位  マルタ
15位  オランダ
16位  アンティグア・バーブーダ
17位  マレーシア
18位  ニュージーランド
19位  ノルウェー
20位  セーシェル
　　  ・
　　  ・
　　  ・
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こ
う
し
た
高
齢
者
向
け
住
宅
に
対
す

る
取
組
み
は
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た

日
本
で
も
導
入
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る「
高
齢
者
住
宅
整

備
資
金
貸
付
制
度
」な
ど
の
融
資
制
度

や
、「
安
心
住
宅
空
間
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」な
ど
、
老
後
を
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
社
会
に
向
け
て
、
日
本

も
動
き
出
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
医
療
費
を
は
じ
め
、
出
産・

育
児
に
関
し
て
も
費
用
は
無
料
だ
。
し

か
も
、
妊
娠
し
た
女
性
と
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
制
度
も
充
実
し
て
い
る
。「
病

気
お
よ
び
出
産
に
関
す
る
休
暇
法
」が

定
め
ら
れ
、
母
親
は
出
産
予
定
日
の
4

週
間
前
か
ら「
産
前
休
暇
」を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
間
自
治
体
か
ら
出

産
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た「
産
児

休
暇
」は
合
計
で
24
週
間
が
両
親
に
認

め
ら
れ
、
母
親
の
み
、
父
母
ど
ち
ら
か
、

父
親
の
み
の
休
暇
が
あ
り
、
父
親
も
積

極
的
に
子
育
て
に
参
加
で
き
る
。
こ
う

し
た
政
策
に
よ
り
、
出
生
率
の
低
下
は

1
9
8
3
年
に
止
ま
り
、
以
降
徐
々
に

回
復
傾
向
に
あ
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
7
歳
か
ら
16
歳

の
児
童
の
就
学
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
学
力
に

応
じ
て
、
異
な
る
教
科
書
を
用
い
た
授

業
を
行
い
、
テ
ス
ト
や
成
績
表
は
な
い
。

こ
う
し
た
学
校
教
育
の
中
で
、「
自
由
」

「
平
等
」「
連
帯
」と
い
う
意
識
が
は
ぐ
く

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
高
等
学
校
、

職
業
別
専
門
学
校
を
経
て
社
会
に
出
る

か
、
さ
ら
に
大
学
や
教
師
、
看
護
師
に

な
る
た
め
の
上
級
専
門
学
校
へ
と
進
む
。

こ
れ
ら
の
学
校
は
授
業
料
が
無
料
と
な

り
、
大
学
や
上
級
専
門
学
校
で
は
奨
学

金
が
支
給
さ
れ
る
。

　

学
校
教
育
で
は
、
子
供
の
自
由
な
発

想
や
自
己
決
定
を
尊
重
す
る
。
学
力
や

知
識
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
校

生
活
を
通
し
て
、
他
人
と
の
関
係
や

ル
ー
ル
の
大
切
さ
な
ど
、
社
会
性
を
身

に
付
け
さ
せ
る
指
導
に
重
点
が
置
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
競
わ
せ
る
こ
と
で

学
力
を
伸
ば
す
こ
と
よ
り
、
自
由
で
平

等
な
感
覚
を
伸
ば
す
こ
と
が
教
育
の
基

本
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
〝
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
〟は
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
社
会
福
祉
を
語
る
上
で
欠
か

せ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、「
障
害
を

持
っ
て
い
て
も
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う

に
、
当
た
り
前
に
生
活
で
き
る
社
会
こ

そ
ノ
ー
マ
ル
な
社
会
で
あ
る
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
こ
う
し
た
社
会
作
り
を

目
指
す
取
組
み
で
あ
る
。
1
9
5
9
年

に
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
知
的

障
害
者
福
祉
対
策
か
ら
は
じ
ま
っ
た

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
は
、

現
在
で
は
知
的
障
害
者
福
祉
に
と
ど
ま

ら
ず
、
高
齢
者
な
ど
の
社
会
的
弱
者
を

対
象
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
福
祉
対
策
の
原

点
と
な
っ
て
い
る
。

　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
の
も

と
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
高
齢
者
の
人
権

尊
重
を
基
本
に
据
え
た
福
祉
政
策
が
発

達
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
高
齢
者
政
策

の
基
本
理
念
に
、「
高
齢
者
三
原
則
」

（
環
境
の
継
続
性
、
自
己
資
源
の
活
用
、

自
己
決
定
権
）が
あ
る
。「
環
境
の
継
続

性
」と
は
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
従
来

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
継
続
で
き
る
と

い
う
こ
と
。「
自
己
資
源
の
活
用
」と
は

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
行
い
、

自
立
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
。
そ
し
て

「
自
己
決
定
権
」と
は
、
生
活
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
自
分
で
決
め
る
権

利
の
こ
と
で
あ
る
。

　

1
9
6
0
年
代
か
ら
核
家
族
化
が
進

み
、
日
本
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

当
た
る
プ
ラ
イ
エ
ム
が
建
設
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
1
9
8
0
年
代
か
ら

は
、
積
極
的
な
老
後
の
生
活
を
送
る
た

め
の
介
護
と
い
う
考
え
方
が
主
流
に
な

り
、
介
護
付
き
住
宅
が
誕
生
。
地
域
で

最
期
ま
で
暮
ら
す「
地
域
福
祉
」へ
の
第
一

歩
と
な
っ
た
。

「
1
9
8
0
年
代
に
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
関
し
て
全
国
民
が

議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
の

高
齢
者
福
祉
の
ス
タ
イ
ル
が
成
立
し
た

わ
け
で
す
が
、
現
在
世
界
中
か
ら
注
目

さ
れ
て
お
り
、
成
功
し
て
い
る
と
い
え

る
で
し
ょ
う
」（
フ
ラ
ン
ツ
大
使
）

　

現
在
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
積
極
的
に

社
会
と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
毎
日
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
高
齢
者
向
け
の
住

宅
政
策
が
整
っ
て
い
る
。
し
か
も
介
護

や
医
療
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
受

け
ら
れ
る
。

伝統的な街並みと近代的な建造物が融合したコペン
ハーゲンのニューハウン。17世紀に作られた港町で、現
在は有数の観光スポットとしてにぎわっている。

幸 福 の 価 値 観

世界でもっとも幸せな国 デンマーク
に 学 ぶ

　
紀
元
前
3
0
0
0
年
頃
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
南
方
の
民
が
移
住
し
、
ラ
イ

麦
な
ど
の
栽
培
を
始
め
、
ユ
ト
ラ

ン
ド
半
島
に
定
着
し
た
と
こ
ろ
か

ら
デ
ン
マ
ー
ク
の
歴
史
が
始
ま
る
。

そ
の
後
、
青
銅
器
時
代
に
な
る
と

交
易
活
動
が
ス
タ
ー
ト
。今
か
ら

約
1
0
0
0
年
前
に
は
バ
イ
キ
ン

グ
が
登
場
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で

活
動
し
た
。

　
現
在
の
国
家
と
し
て
の
デ
ン

マ
ー
ク
の
基
礎
を
築
い
た
の
が
、同

国
を
最
初
に
統
一
し
た
ハ
ー
ラ
ル

1
世（
ハ
ー
ラ
ル
青
歯
王
、
在
位

9
3
5
年
頃
～
9
8
5
年
頃
）
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　
14
世
紀
か
ら
、
デ
ン
マ
ー
ク
は

ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一

部
を
支
配
。国
内
改
革
、
国
軍
改

革
、
海
外
交
易
拡
大
政
策
を
実
行

し
、
国
力
を
上
げ
て
い
っ
た
。そ
し

て
、
17
世
紀
に
は
海
運
の
隆
盛
期

を
迎
え
た
。し
か
し
、
そ
の
後
数
度

の
戦
争
を
経
て
、
国
力
は
徐
々
に

衰
退
。19
世
紀
、
2
度
に
わ
た
る
ド

イ
ツ
と
の
ス
レ
ー
ス
ヴ
ィ
戦
争
に

敗
れ
、
領
土
は
三
分
の
一
に
ま
で

減
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
栄
枯
盛
衰
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
中
、
1
6
8
3
年
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
5
世
が
初
め
て
貧
困
者

を
救
う
施
策
を
デ
ン
マ
ー
ク
法
で

定
め
た
。以
降
、
貧
困
者
救
済
の
た

め
、
そ
し
て
貧
困
者
に
な
ら
な
い
た

め
の
支
援
、
助
成
の
制
度
が
計
画
的

に
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

　
1
8
0
0
年
代
半
ば
に
は
、
救

済
対
象
が
貧
困
者
だ
け
で
な
く
、

障
害
者
、
高
齢
者
と
広
が
っ
て
い
っ

た
。そ
の
後
、
バ
ン
ク
・
ミ
ケ
ル
セ

ン
に
よ
り「
1
9
5
9
年
法
」
の
規

定
に
よ
っ
て
、現
在
で
は
あ
ら
ゆ
る

福
祉
対
策
の
原
点
と
な
っ
て
い
る

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念

が
提
唱
さ
れ
た
。そ
し
て
現
在
、
生

活
費
、
医
療
費
、
障
害
者
の
介
護

費
、
高
齢
者
福
祉
費
、
教
育
に
関
わ

る
費
用
を
扶
助
す
る
な
ど
、
世
界

か
ら
注
目
さ
れ
る
現
在
の
社
会
福

祉
制
度
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の

「
幸
せ
」を
支
え
る

社
会
シ
ス
テ
ム
と
は
？

〝
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
〟の
故
郷

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
国

社
会
性
を
は
ぐ
く
む

個
性
を
重
視
し
た
教
育

デンマークの歴史

歴代王室の古城など歴史的な建造物が立ち並び、
往時をしのばせてくれる。

一人ひとりの個性を尊重する教育スタイルの中で、社会性を身に付けるデンマーク。
家族で過ごす時間を大切に考えている。

自然を身近に、そして大切なものとして考えるデンマークの人々は、休日には
気軽に家族でキャンプを楽しむことも多い。

国
民
の
総
意
が
生
み
出
し
た

高
齢
者
福
祉
の
あ
り
方

健
康
的
な
暮
ら
し
を
支
え
る

医
療
・
育
児
政
策
の
充
実
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　1969年に自然保護法で定められた「自然
享受権」がある。これは、土地の所有者に損害
を与えない限り、自国以外の人も含めたすべて
の人に対して他人の土地への立ち入りや自然
環境の享受を認めるもの。
　デンマークにはこの権利を前提とした幼児
保育「森の幼稚園」がある。自然と触れ合うこと
で身体機能を高めると同時に自然との共存を
学ぶ環境教育の機会となっており、幼い頃から
自然に親しみ、愛する心がはぐくまれている。

　フュン島最大の街・オーデンセは、童話作家アンデ
ルセンの故郷として有名なデンマーク第3の都市だ。
現在も古い街並みが残されており、おとぎ話のような景
観を楽しむことができる。
　アンデルセンは1805年に生まれ、1835年に「即興
詩人」を出版、以後「マッチ売りの少女」など多くの童話
を発表してき
た。オーデン
セにはアンデ
ルセン博物館
や幼 年 時 代
の家もあり、
世界のアンデ
ルセンファン
が年間を通し
て数多く訪れ
ている。

　プラスチックの組み立て玩具レゴブロックは、誰もが
一度は目にしたことがあるだろう。このレゴもデンマーク
で誕生した。レゴ誕生のビルンには、レゴのテーマパーク

「レゴランド」がある。世界各国の都市のミニチュアが
約4450万個も
のブロックを使
用して再現され
ているほか、ブ
ロックで作られ
た乗り物やさま
ざまなアトラク
ションが訪れる
者を楽しませて
くれる。

　都内唯一のデンマーク料
理レストランがここ。ミートボー
ルやレバーのパテ、魚のマリ
ネ、薫製など、デンマーク伝
統の料理を、毎朝手作りす
る自家製パンとともに食べる
のがデンマーク流。家具や
食器、調度品もデンマーク
製品で統一されており、おい
しい料理やお酒を味わいな
がら、夜が更けるまでおしゃべ
りを楽しむぬくもりに満ちた時間“ヒューゲ”を体感できる空間だ。
写真はニシンのマリネ、サバのスモーク、小エビのカクテル、スモー
クサーモンを盛り合わせたフィッシュプレート（2100円）。

あなたの考える
幸せとは？

デンマークの方に
聞きました！

豊かな自然を愛する国

旅行などで外国の文化に触
れること。現在は毎週土曜
日に友人と山手線の中から
選んだ1駅の周辺を観光し
ているときが幸せです。

家族とともにスキーやダイビ
ングなどのスポーツを楽しん
でいるときや、音楽に親しん
でいるときに幸せを感じます。

在日デンマーク大使

フランツ=ミカエル・
スキョル・メルビン氏

イェンス・イェンセンさん
（日本滞在 7年）

マリア・オーバーガードさん
（日本滞在 1ヶ月）

ケネット・クリステンセンさん
（日本滞在 2年）

ミカエル・ベネット・ヤンセンさん
（日本滞在 8年）

column01

アンデルセンの故郷オーデンセ

世界中で愛されるレゴ

column02

03

Data 

それぞれの“h
ヒ ュ ー ゲ

ygge”を
大切にするために
安心して暮らせる社会

世界でもっとも幸せな国 デンマーク
に 学 ぶ 幸 福 の 価 値 観

デンマーク料理で“ヒューゲ”を体感

東京都港区六本木7-3-22　
Tel 03-5411-0253　http://www.cafedaisy.com/

カフェ・デイジー（東京・六本木）
日本で味わうデンマーク料理

航
海
す
る
商
人
が
、
各
国
の
港
で
取
引

す
る
た
め
に
は
確
か
な
信
頼
関
係
が
必

要
不
可
欠
。
そ
こ
で
築
い
た
人
と
人
と

の
信
頼
関
係
を
重
要
視
す
る
考
え
方

が
、
現
代
で
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
」（
フ
ラ
ン
ツ
大
使
）

　

デ
ン
マ
ー
ク
に
は「
ヒ
ュ
ー
ゲ
」と
い

う
考
え
方
が
あ
る
。
だ
ん
ら
ん
、
家

族
、
仲
間
な
ど
、
幸
せ
を
感
じ
る
時

間
や
空
間
を
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ヒ
ュ
ー
ゲ
を
大
切
に
し
て
い
る
。
幸
福

の
尺
度
は
人
や
国
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
々
は
、
考
え
、

議
論
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
や
国

と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
自
ら
の
幸
福

＝
ヒ
ュ
ー
ゲ
を
手
に
入
れ
る
努
力
を
し

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

国
旗
を
掲
げ
る
習
慣
が
あ
る
。
祝
祭
日

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
日
本
と
異
な
る
の

は
家
族
の
誕
生
日
や
結
婚
記
念
日
と

い
っ
た
私
的
な
祝
い
事
の
際
に
家
庭
で

国
旗
を
掲
げ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
ほ
ど
自

国
を
愛
し
、
誇
り
を
持
っ
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
自
国
の
ブ
ラ

ン
ド
を
愛
す
る
人
が
多
い
の
も
特
徴

だ
。
例
え
ば
、
製
造
国
は
違
っ
て
い
て

も
ブ
ラ
ン
ド
が
自
国
の
も
の
で
あ
れ
ば

そ
れ
で
安
心
す
る
と
い
う
気
風
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
自
国
の
ブ
ラ
ン
ド
に
信

頼
を
寄
せ
て
い
る
証
し
だ
。

「
デ
ン
マ
ー
ク
人
は
信
頼
関
係
を
重
要

視
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
時

代
に
築
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
長
期
間
に
わ
た
り
長
い
距
離
を

化
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
柔
軟
性
も

デ
ン
マ
ー
ク
の
国
民
性
と
い
え
る
。
そ

れ
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
街
並
み
の
風
景

を
見
て
も
分
か
る
。
都
市
で
も
田
舎
で

も
、
伝
統
あ
る
も
の
と
新
し
い
も
の
が

見
事
に
調
和
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
重
厚

な
建
物
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

近
代
的
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
内
装
が
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
斬

新
な
デ
ザ
イ
ン
と
革
新
的
な
製
作
技
術

で
世
界
的
な
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

知
ら
れ
る
ア
ー
ネ
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
は
、

柔
軟
な
発
想
が
評
価
さ
れ
た
デ
ン
マ
ー

ク
人
の
代
表
と
い
え
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
に
も
、
日
本
と
同
じ
く

有
給
休
暇
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
子
供

の
夏
休
み
に
合
わ
せ
て
家
族
そ
ろ
っ
て

休
暇
を
楽
し
む
。
夏
場
に
は
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
・
カ
ー
に
乗
っ
て
国
内
の
リ
ゾ
ー
ト

地
・
ス
ケ
ー
エ
ン
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
リ

ゾ
ー
ト
地
に
出
か
け
る
家
族
が
多
い
。

家
族
や
友
人
と
過
ご
す
時
間
を
と
て
も

大
切
だ
と
考
え
る
デ
ン
マ
ー
ク
人
は
多

い
。
重
要
な
の
は「
ど
こ
で
」で
は
な
く
、

家
族
や
友
人
と
過
ご
す「
時
間
」。

　

ほ
か
の
人
と
一
緒
に
い
る
こ
と
を
楽
し

む
こ
と
が「
幸
福
」だ
と
い
う
。

　

国
民
が
議
論
し
、
時
代
に
即
し
て
変

家
族
と
の
時
間
を
楽
し
ん
だ
り
、
住
ま

い
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
た
り
し
て
過

ご
し
て
い
る
と
い
う
。

「
わ
が
家
に
友
人
を
招
い
て
食
事
を
す

る
機
会
が
多
い
た
め
、
住
ま
い
に
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。

子
供
部
屋
の
色
を
塗
り
替
え
た
り
、
改

造
し
た
り
す
る
作
業
は
時
間
が
か
か
っ

て
も
自
分
で
す
る
こ
と
が
普
通
で
す
」

と
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
に
勤
務
す
る

ケ
ネ
ッ
ト
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
氏
。
仕
事

と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を
き
っ
ち
り

と
分
け
て
生
活
を
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
見
え
て
く
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
で
の
標
準
的
な
労
働
時

間
は
週
5
日
37
時
間
。
毎
年
5
週
間
の

「
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
特
筆
す
る
資
源
や
産

業
も
な
か
っ
た
た
め
、
歴
史
的
に
は
貧

し
い
国
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
頼
り
合

い
、
支
え
合
う
と
い
う
国
民
性
が
は
ぐ

く
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
」と
フ
ラ
ン

ツ
大
使
は
語
る
。
こ
う
し
た
国
民
性
が
、

失
業
者
へ
手
厚
い
給
付
を
行
う
失
業
保

険
制
度
な
ど
、
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て

幸
福
な
国
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
福
祉
・
医
療
・
教
育
な
ど
、

生
活
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
る

デ
ン
マ
ー
ク
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な

生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ご
く
一
般
的
な
家
庭
の
場
合
、
7
時

30
分
か
ら
16
時
ま
で
働
く
。
基
本
的
に

残
業
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
帰
宅
し
て
、

家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
す
る

デ
ン
マ
ー
ク
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

自
国
へ
の
愛
情
と
信
頼
感
が

幸
福
な
暮
ら
し
を
も
た
ら
す

海外旅行です。他国
の文化を知り、改め
て自分の国の良さを
実感します。また、私
の夢であった来日が
かなった今も、とても
幸せです。

週末には小田原に借りて
いる農園で野菜を作って
います。農作業はもちろ
ん、そこに建てた小屋で
友人と過ごす時間が幸
福をもたらしてくれます。

どこにいても、家族や友人と一緒
に過ごす時間が私にとっての

“ヒューゲ”、幸せな時間です。自
転車に乗るのも好きですね。5月
から、日本の9都市とコペンハーゲ
ンでエコサイクリング・ツアーのイ
ベントを主催します。多くの皆さん
と一緒に走りたいです。
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アサヒビール株式会社
吹田工場

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
は
、今
年

創
業
1
2
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

1
9
8
7
年
に
発
売
さ
れ
た「
ア
サ
ヒ

ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」は
、20
年
連
続
で
年

間
の
販
売
数
量
が
１
億
箱
を
超
え
、

ビ
ー
ル
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
大
き
な

シ
ェ
ア
を
占
め
る
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
、環
境
を

重
視
す
る
代
表
的
な
企
業
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
2
0
0
2
年
に
は
、す
べ
て
の
工
場
で

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

＊1

を
達
成
し
た
ほ
か
、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー

プ
酒
類
部
門
会
社
全
体
で
は
、

2
0
1
0
年
ま
で
に
C
O
2

排
出
量
を

1
9
9
0
年
比
15
％
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
受
け
て

各
製
造
工
場
で
も
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
量
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

（
辺
見
氏
）

　

ビ
ー
ル
の
製
造
工
程
で
は
、燃
料
や

電
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
て

お
り
、そ
れ
ら
を
削
減
す
る
た
め
、各
工

場
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
＊2

な
ど
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
し
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

「
1
9
9
0
年
当
時
と
比
較
し
て
生
産

量
が
約
５
割
増
加
し
て
い
る
な
か
で
、

2
0
0
8
年
の
段
階
で
は
全
社
で
約

10
%
、吹
田
工
場
で
は
14
～
15
%
の

C
O
2

排
出
量
削
減
を
達
成
し
て
い
ま

す
。大
型
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
が
ひ

と
通
り
終
了
し
た
今
後
は
、工
場
内
の

各
部
署
で
小
さ
な
改
善
を
積
み
重
ね
て

い
く
取
組
み
が
重
要
に
な
る
は
ず
で
す
」

（
辺
見
氏
）

　

基
幹
工
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
吹
田
工

場
は
、他
工
場
に
比
べ
生
産
す
る
製
品

種
類
が
多
く
、多
品
種
小
ロ
ッ
ト
の
生
産

プ
ロ
セ
ス
が
特
徴
で
す
。

「
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
た
め

の
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
が
、工

場
内
の
各
製
造
プ
ロ
セ
ス
が
実
際
に
ど

れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い

る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。

ビ
ー
ル
工
場
で
は
、水
や
炭
酸
ガ
ス
、蒸

気
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
流
体
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
流
量
を
正
確
に

測
定
し
て
把
握
し
、他
工
場
の
同
じ
プ
ロ

セ
ス
と
比
較
す
る
こ
と
で
、改
善
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
い
と
考
え
ま
し

た
」（
長
谷
川
氏
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
で
は
2
0
0
4
年
か

ら
3
年
間
を
か
け
て
、西
宮
工
場
に
流

量
計
が
導
入
さ
れ
、液
体
や
気
体
な
ど

の
流
量
を
細
か
い
ポ
イ
ン
ト
で
計
測
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
実
績

を
通
し
て
高
い
評
価
を
得
た
の
が
、山

武
の
大
流
量
マ
ス
フ
ロ
ー
メ
ー
タ

C
M
L
＊3

で
す
。C
M
L
は
微
少
な
流
量

ま
で
高
精
度
に
測
定
で
き
る
広
い
レ
ン

ジ
ア
ビ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
、恒
久
的
な

“
漏
れ
”の
管
理
や
、製
造
ラ
イ
ン
に
お
け

る
改
造
前
後
の
流
量
変
化
の
把
握
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
特

長
が
、原
単
位
で
の
管
理
を
正
確
に
行

い
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
、高
い

評
価
を
得
ま
し
た
。

「
吹
田
工
場
に
対
し
て
も
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

の
徹
底
や
配
線
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
最

適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
し
て
く
れ

た
こ
と
が
、山
武
の
流
量
計
を
採
用
す
る

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
」（
長
谷
川
氏
）

　

吹
田
工
場
に
は
現
在
ま
で
に
、Ｃ
Ｍ
Ｌ

の
ほ
か
、
分
離
形
の
蒸
気
流
量
計

S
TEA

M
cube

TM

＊4（
ス
チ
ー
ム
キ
ュ
ー

ブ
）やM

agneW
TM3

0
0

0
 FLEX

+

（
マ
グ
ニ
ュ
ー3

0
0

0

フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ス
） 

ス
マ
ー
ト
電
磁
流
量
計
な
ど
、山
武

の
流
量
計
が
約
２
０
０
台
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
同
社
で
は
、食
品
の
安

全
・
安
心
の
観
点
か
ら
圧
力
補
正
の
た

め
にS
TEA

M
cube

内
に
含
ま
れ
て
い

る
封
入
液
を
、従
来
の
シ
リ
コ
ン
オ
イ
ル

か
ら
安
全
性
の
高
い
食
品
添
加
物
に
変

更
し
た
特
殊
仕
様
の
も
の
を
採
用
し
て

い
ま
す
。ま
た
、流
量
計
は
高
所
に
取
り

付
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
た
めR

S
-

4
8

5

通
信

＊5

を
利
用
し
、マ
ル
チ
チ
ャ
ン

ネ
ル
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
表
示
器
Ｅ
Ｓ
Ｔ

＊6

と
流
量
計
を
接
続
す
る
こ
と
で
、積
算

値
と
瞬
時
値
を
手
元
に
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で

表
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
利
便
性
が
向

上
し
ま
し
た
。

「
現
在
は
1
年
分
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

次
の
施
策
の
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。流
量
計
を
増
強
し
て“
見
え
る

化
”し
た
デ
ー
タ
を
、新
た
な
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
ね
」（
長
谷
川
氏
）

　

ま
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
で
は
、2
0
0
9

年
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の“
見
え
る

化
”の
水
平
展
開
を
博
多
、四
国
、名
古

屋
、福
島
、北
海
道
の
5
工
場
を
対
象
に

計
画
し
て
お
り
、さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
徹
底
に
よ
る
C
O
2

排
出
量
削
減

の
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で

す
。山
武
の
流
量
計
は
、既
に
博
多
工
場

で
の
全
面
的
な
採
用
が
決
ま
っ
て
い
る
ほ

か
、確
か
な
実
績
を
も
と
に
多
く
の
工
場

で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

「
今
後
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
も
、山
武
と
は

Ｗ
ｉ
ｎ
×
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
で
協
力
し
て
い

き
た
い
」と
長
谷
川
氏
が
語
る
よ
う
に
、

両
社
の
協
力
関
係
が
、よ
り
高
い
生
産

性
の
実
現
、そ
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
貢

献
し
て
い
く
は
ず
で
す
。

アサヒビール主力商品群

所 在 地：大阪府吹田市西の庄町 1-45
操       業：1891 年
事業内容：国内酒類事業、飲料・食品・

薬品などのグループ事業、国
際事業など

吹田工場はアサヒビール発祥の地として
110余年の歴史があり、歴史的資料と最新
のビールづくりを見学できます。なお、全国9
工場でも工場見学を開催しております。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の“
見
え
る
化
”の

次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
も
協
力
体
制
を

「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は

環
境
対
策
で
も
先
進
的
な
企
業

蒸
気
や
C
O
2

の
流
量
を
把
握
す
る

最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案

2

4

3

用語解説

＊1:ゼロエミッション
国連大学が提唱しているコンセプトで、産業から排出
されるすべての廃棄物や副産物が、他の産業の資
源として活用され、全体としていかなる形の廃棄物を
生み出さない統合化された生産を目指す考え方。

＊2:コージェネレーションシステム
燃料を用いて発電するとともに、その際に発生する
排熱を冷暖房や給湯・蒸気などの用途に有効利用
する省エネルギーシステム。空調負荷・給湯負荷な
どの熱需要の多い施設やエネルギー需要量の大き
い工場などに導入されている。

＊3:大流量マスフローメータ CML
大流量の気体流量計測を実現した高性能質量流
量計。高精度かつ1/1280まで表示可能なハイレ
ンジアビリティにより、低流量域の測定を実現。工
場エアーの省エネルギーやエネルギー管理に効果を
発揮する。

＊4:蒸気流量計 STEAMcube
飽和蒸気測定のために開発された蒸気専用流量計。
保温工程などの、これまで測定の出来なかった低流
量からの測定が可能。必要上流直管長が極めて短
いため、配管レイアウトの自由度が高いことも特長。

＊5:RS-485通信
米国電子工業会（EIA）によって標準化されたシリア
ル通信の規格。RS-485は業務用コンピュータに多
く用いられている規格で、最大で32台までの複数
対複数接続に対応している。

＊6:マルチチャンネルプログラマブル表示器 EST
マルチチャンネル通信、マルチウィンドウ表示、充
実したパッケージソフトなど多彩な機能をもつプログ
ラマブル表示器。装置の小型化、設置の効率化、
データ処理の高度化といった生産現場のニーズに
応え、操作／モニタ／データ管理の中核として高い
パフォーマンスを発揮する。

エンジニアリング部
部長

辺見 裕氏

エンジニアリング部
プロデューサー

長谷川 豪氏

流量計の設置による計測ポイントの増強で
エネルギー消費の“見える化”を実現
アサヒビールでは、アサヒビールを中心とするグループ酒類部門会社全体で2010年までにCO2排出量を1990年比で15%削
減することを目指しています。その達成のために今後重要になってくるのは小さな改善の積み重ね。エネルギー消費の実績を正
確に把握するために生産プロセスの各所に水や炭酸ガス、蒸気などの流量計を設置し、新たなアクションにつなげています。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社  

　
　            

吹
田
工
場

FIELD

1

納 入 事 例

1  ビールの発酵を行うタンク。構内
に約170本のタンクが立ち並ぶ

2  炭酸ガスの流量を計測する大流
量マスフローメータ CML

3  蒸気流量を計測する分離形の
STEAMcube

4  複数の流量計の計測値を一元監
視することができるEST
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れ
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
安

全
手
法
や
、最
新
技
術
に
対
応
し
て
お

ら
ず
、時
代
遅
れ
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま

し
た
」（
今
田
氏
）

　

J
I
S
を
最
新
の
国
際
規
格
と
の
整
合

を
図
り
、安
全
性
へ
の
要
求
の
高
ま
り
に

応
え
た
も
の
に
す
る
た
め
、2
0
0
8
年

11
月
、同
規
格
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
J
I
S
で
は
、制
御
・
操
作
回
路

に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
本
質

安
全
設
計
が
求
め
ら
れ
、安
全
性
が
保
証

さ
れ
な
い
汎
用
Ｐ
Ｌ
Ｃ

＊3

使
用
が
禁
止
さ

れ
た
ほ
か
、燃
料
の
安
全
遮
断
弁
の
二
重

化
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
･
メ
イ
ン
バ
ー
ナ
火
炎

の
個
別
監
視
な
ど
に
よ
る
フ
ェ
ー
ル
セ
ー

フ
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。中
外
炉
工
業

で
は
、
企
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の一環
と

し
て
社
内
通
達
を
出
し
て
J
I
S
の
遵
守

を
徹
底
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
、情
報
・
通
信
分

野
、環
境
保
全
分
野
を
担
当
す
る
す
べ

て
の
事
業
部
で
安
全
の
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」（
嶋
田
氏
）

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
全
社
が
動
き
始

め
て
い
ま
す
。

「
山
武
と
は
、改
正
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
対
応
し
た
燃

焼
制
御
の
計
装・回
路
に
関
し
、日
々
打
合

せ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。実
案
件
で
は
、国

際
規
格
の
認
証
を
取
れ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
バ
ー
ナ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

A
U

R
4

5
0

C

の
採
用
に
あ
た
り
回
路
提

案
を
い
た
だ
く
な
ど
、共
同
で
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。た
だ
、現
在
市
場
で

流
通
し
て
い
る
燃
焼
安
全
機
器
で
は
、私

た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。海
外
メ
ー
カ
ー
の
機
器
に
依
存
す

る
と
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、

機
器
そ
の
も
の
の
操
作
性
に
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
面
に
も
、ま
た
後
々
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
の
面
に
も
不
安
が
残
り
ま

す
。な
ん
と
か
日
本
人
の
手
で
、そ
れ
ら
の

課
題
を
１
０
０
％
ク
リ
ア
し
、必
要
な
機

能
を
絞
り
込
ん
だ
使
い
勝
手
の
よ
い
機

器
が
欲
し
い
、と
い
う
こ
と
で
、山
武
と
仕

様
を
ま
と
め
、新
し
い
製
品
開
発
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」（
城
野
氏
）

　

中
外
炉
工
業
と
山
武
で
は
、長
年
に

わ
た
っ
て
と
も
に
炉
の
制
御
に
対
す
る

技
術
開
発
に
取
り
組
み
、山
武
は
工
業

炉
の
制
御
機
器
な
ど
を
供
給
し
て
き
た

豊
富
な
実
績
が
あ
り
ま
す
。

「
山
武
に
は
、20
年
以
上
前
か
ら
燃
焼
安

全
制
御
の
必
要
性
を
説
か
れ
て
い
た
、

安
全
に
対
す
る
先
進
的
な
考
え
方
を
持

つ
計
装
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
い
う
信
頼

感
が
あ
り
ま
す
。機
能
･
性
能
、安
全

性
、操
作
性
の
す
べ
て
に
満
足
で
き
る
技

術
、機
器
を
開
発
し
、今
後
さ
ら
に
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
で
き
る
製
品
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」（
造
田
氏
）

　

大
手
企
業
を
中
心
に
、多
少
の
コ
ス

ト
は
か
か
っ
て
も
安
全
性
重
視
の
新
安

全
規
格
に
準
拠
し
た
製
品
を
納
入
し
て

ほ
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
、追
い
風
に
な
っ
て
い
ま
す
。多

く
の
基
幹
産
業
を
支
え
る
工
業
炉
の
世

界
で
、今
後
も
燃
焼
安
全
制
御
の
技
術・

機
器
に
対
す
る
期
待
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　　

中
外
炉
工
業
株
式
会
社
は
、1
9
4
5

年
の
設
立
以
来
60
年
を
超
え
る
歴
史
を

持
つ
工
業
炉
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
で
す
。サ
ー
モ
テ
ッ
ク（
熱
技
術
）の

分
野
で
数
多
く
の
独
創
的
な
技
術
を
生

み
出
し
て
き
た
同
社
は
、鉄
鋼
、自
動

車
、非
鉄
金
属
、電
機
な
ど
多
く
の
産
業

の
製
造
・
加
工
工
程
に
、画
期
的
な
工

業
炉
や
燃
焼
機
器
、そ
れ
ら
の
制
御
設

備
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
開
発
力
や
設
計
力
を

ベ
ー
ス
に
新
た
な
事
業
分
野
に
も
進
出
し

て
お
り
、現
在
で
は
工
業
炉
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
に
加
え
、液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
製
造
装
置
な
ど
の
情
報
・

通
信
分
野
、廃
棄
物
処
理
設
備
や
大
気
浄

化
設
備
な
ど
の
環
境
保
全
分
野
が
同
社

の
事
業
の
三
本
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

工
業
炉
な
ど
の
燃
焼
装
置
に
は
、そ
の

安
全
を
維
持
・
確
保
し
、事
故
の
発
生
を

防
ぐ
た
め
の
安
全
対
策
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。炉
の
起
動
時
に
燃
料
に
正
常
に
着

火
し
な
か
っ
た
り
、正
常
に
燃
焼
し
て
い

た
火
炎
が
何
ら
か
の
理
由
で
消
え
て
し

ま
っ
た
り
し
た
場
合
、そ
の
ま
ま
燃
料
を

送
り
続
け
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
。

そ
の
た
め
燃
焼
の
状
態
を
常
に
チ
ェッ
ク

し
て
、異
常
が
あ
れ
ば
直
ち
に
燃
料
の
供

給
を
カ
ッ
ト
し
、燃
焼
装
置
を
自
動
停
止

さ
せ
る
仕
組
み
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
企
業
は
、燃
焼
を
安
全
に
制
御

し
、爆
発
や
火
災
の
リ
ス
ク
を
最
低
限
に

抑
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
開
発
に
取
り

組
み
、そ
の
技
術
は
高
い
水
準
に
あ
り
ま

す
。
一
方
、欧
米
で
は
、万
が一の
事
故
や

故
障
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
も
、

必
ず
安
全
な
側
に
動
作
す
る
フ
ェ
ー
ル

セ
ー
フ

＊1

が
重
視
さ
れ
ま
す
。そ
う
し
た

欧
米
的
な
発
想
に
基
づ
く
安
全
対
策
の

面
で
、日
本
企
業
が
遅
れ
を
と
っ
て
き
た

こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
」（
今
田
氏
）

　

工
業
炉
の
市
場
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
で
お
り
、中
外
炉
工
業
の
製
品
も

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
稼
動
し
て
い

ま
す
。世
界
市
場
に
進
出
す
る
た
め
に

は
、製
品
が
I
S
O
／
I
E
C
＊2

を
は
じ

め
と
す
る
欧
州
や
米
国
の
国
際
規
格
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、近
年
で
は
、こ
れ
ら
の
安
全
規
格
と

日
本
の
そ
れ
と
の
間
の
不
整
合
が
顕
在

化
し
て
き
て
い
ま
し
た
。

「
日
本
の
安
全
規
格
と
し
て
は
、1
9
8
2

年
に
制
定
さ
れ
た
J
I
S 

B 

8
4
1
5

（
工
業
用
燃
焼
炉
の
安
全
通
則 

以
下

J
I
S
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
こ

れ
ら
の
通
則
は
、工
業
炉
の
安
全
対
策

に
関
す
る
一
般
的
事
項
の
技
術
的
指
針

を
述
べ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。I
S
O
化
さ

本　　　　社：大阪府大阪市中央区平野町3-6-1
堺 事 業 所：大阪府堺市西区築港新町2-4
設　　　　立：1945 年
主な事業内容：�各種工業炉、産業機械、環境

設備、燃焼装置・機器、FPD製
造装置の設計・製作・施工

万
一
の
安
全
性
を
も
確
保
し
た

国
際
規
格
へ
の
対
応
を
推
進

豊
富
な
実
績
と
信
頼
感
を
糧
に

世
界
レ
ベ
ル
の
技
術
開
発
へ

産
業
を
支
え
る
工
業
炉
業
界
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

2

用語解説

＊1:フェールセーフ
信頼性の対象となるシステムや機器、
部品などに故障が生じても、安全性が
確保されていること。燃焼安全制御で
は、燃焼装置の起動時や連続運転時
に火炎の状態をチェックし、異常があれ
ば直ちに燃料の供給を遮断することに
よって実現されている。

＊2:ISO/IEC
燃焼安全性制御器に関する国際規格は、
IEC（International Electrotechnical 
Commission/国際電気標準会議）や
ISO（International Organization for 
Standardization/国際標準化機構）で
規定されている。

＊3:PLC
プログラマブルロジックコントローラ
（Programmable Logic Controller）
は、リレー回路の代替装置として開発さ
れた制御装置。工場の機械の制御など
に使われるほか、エレベータや自動ドア
などの身近な機械にも使われている。 

プラント事業部
電計部長

城野 洋氏

プラント事業部
電計部
担当課長

造田章夫氏

開発センター
担当課長

嶋田利生氏

開発センター
センター長

今田守彦氏

世界に通じる工業炉の
安全を支える燃焼安全制御技術
工業炉業界のリーディングカンパニーである中外炉工業では、国際（標準）規格との整合を図り、より高い
安全性が求められるようになった市場環境に対応して改正された安全規格「JIS B 8415」の遵守を社内
に徹底。そのために必要になる燃焼安全制御機器の開発を進めています。

3

中
外
炉
工
業
株
式
会
社

FIELD

1

納 入 事 例

1  フロータ型アルミストリップ連続焼鈍ライン（AL-CAL）
2  バッチ式ガス浸炭炉 ハイ・シフター（フレームレス型）
3  ダイナミックセルフチェックバーナコントローラ AUR450C
4  ステンレスストリップ連続光輝焼鈍ライン（SUS-BAL） 

4

堺事業所 エンジニアリングセンター



人を中心としたオートメーションを目指して

　

米
国
の
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た

世
界
的
な
不
況
の
波
は
、山
武
の
国
際

事
業
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
で
我
々
は
、

「
基
盤
を
確
た
る
も
の
に
す
る
期
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
中
期
経
営
計
画
に

基
づ
い
て
、
将
来
の
持
続
的
成
長
に
向

け
た
事
業
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
み
、

そ
の
完
成
を
目
前
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
山
武
は
世
界
13
カ
国
、
21
カ

所
に
、
現
地
法
人
、
海
外
事
務
所
、
生

産
工
場
を
持
ち
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン（
B
A
）事
業
、
ア
ド
バ

ン
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン（
A
A
）事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。2
0
0
9
年
1

月
に
は
既
存
事
業
会
社
の
体
制
を
見

直
し
、中
国
の
独
資
会
社
3
社
を
統
合

し
て「
ア
ズ
ビ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン（
上
海
）有
限
公
司
」を
、

ま
た
北
米
の
制
御
機
器
販
売
会
社
と

電
磁
流
量
計
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ル
ブ

な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器
販
売
会
社

を
統
合
し
て「
ア
ズ
ビ
ル
ノ
ー
ス
ア
メ

リ
カ
株
式
会
社
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し

た
。今
後
は
統
合
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を

得
て
、
よ
り
広
範
囲
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
営
業
形
態
を
実
現
し
、販
売
体
制
の

充
実
と
効
率
化
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
4
月
か
ら
は
、
12
の
現
地
法

人
が「azbil

」を
冠
し
た
新
社
名
で
活

動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。国
内
で
培
わ

れ
た
山
武
な
ら
で
は
の
技
術
、
ノ
ウ
ハ

ウ
に
基
づ
く
総
合
力
を
活
か
し
て
全

社
が「
人
を
中
心
と
し
た
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
」
を
全
面
に
展
開
し
、
各
地
域

の
特
性
に
合
わ
せ
た
事
業
を
推
進
し

て
い
く
方
針
で
す
。

　

中
国
・
ア
ジ
ア
地
域
が
受
け
た
世
界

同
時
不
況
の
影
響
は
、
日
米
欧
と
比
較

す
れ
ば
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、こ
れ
ら

の
地
域
で
事
業
を
拡
大
す
る
機
会
は
十

分
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。中
国
で

は
、
大
規
模
な
景
気
刺
激
策
が
予
算
化

さ
れ
、
交
通
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
環
境
・

事業基盤を確立し、
ソリューションでニーズに応える
azbilグループの国際事業

2009年4月以降は、世界各国の現地法人
14社が「azbil」を冠した新社名となり、国境
を越え、事業の垣根を越えたグループ間連携
やシナジーがさらに強化されるはずです

中
国・ア
ジ
ア
を
中
心
に
、北
米
、欧
州
な
ど
に
展
開
し
、

国
内
で
培
わ
れ
た
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

世
界
の
お
客
さ
ま
に
提
供
。

「
人
を
中
心
と
し
た
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」で

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た

a
z
b
i
l
グ
ル
ー
プ
の
国
際
事
業
が
、

“
発
展
期
”に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
！

【azbilグループ海外拠点新体制】

アズビルノースアメリカ株式会社アズビル韓国株式会社

アズビル情報技術センター（大連）有限公司
アズビル機器（大連）有限公司

山武環境制御技術（北京）有限公司

アズビルコントロールソリューション
（上海）有限公司

上海山武制御機器有限公司
上海山武自動機器有限公司

ＹＣＰ精密香港有限公司
アズビル香港有限公司

アズビル台湾株式会社

アズビルベトナム有限会社
アズビルフィリピン株式会社

アズビルシンガポール株式会社

アズビルタイランド株式会社

アズビルヨーロッパ株式会社

アズビル・ベルカ・インドネシア株式会社

アズビルマレーシア株式会社

インド駐在員事務所

中東支店 

上海事務所

統
合・社
名
変
更
を
機
に
、総
合
力
で

事
業
を
さ
ら
に
加
速・推
進
し
ま
す

Mind
Human-centered automation vol.11

現地法人
海外支店・事務所・出張所

株式会社 山武　
執行役員常務

大久保 利恒

衛
生
な
ど
の
分
野
で
今
後
の
需
要
回
復

が
期
待
さ
れ
ま
す
。当
社
は
中
国
の
新

統
合
会
社
ア
ズ
ビ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン（
上
海
）有
限
公
司
に
お
け

る
内
部
管
理
の
可
視
化
、
標
準
化
を
進

め
、速
や
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
に
よ
り
、こ
う
し
た
機
会
へ
の
参

入
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
ア
ジ
ア

諸
国
で
は
、
国
ご
と
の
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
現
地
法
人
の
強
化
を
行
い
つ

つ
、
B
A
/
A
A
事
業
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ

タ
ン
ス
を
融
合
し
顧
客
提
案
型
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
既
存
日
系

顧
客
以
外
に
ロ
ー
カ
ル
に
密
着
し
た
企

業
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
大
手
設
計
会
社

な
ど
と
の
関
係
強
化
を
図
り
、
事
業
の

拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

azbil

グ
ル
ー
プ
が
海
外
市
場
で
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

に
対
す
る
提
案
型
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
注
力

と
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
加
え
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
事
業
の
拡
大
に
よ
る
事
業
の
安
定
化

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。各
国
の
お
客

さ
ま
が
抱
え
る
課
題
を
そ
の
立
場
か
ら

理
解
し
、
お
客
さ
ま
が
求
め
る
商
品
と

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
現
場
で
柔

軟
か
つ
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
機
能
を
強
化
し
、
人

的
資
源
を
最
大
限
に
活
か
す
強
力
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

昨
年
、
我
々
は
タ
イ
と
台
湾
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
バ
ル
ブ
の
保
守
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
、保
守
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
ま

し
た
。こ
れ
は
ま
さ
し
く
時
勢
を
と
ら

え
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
急
速
に
成
長

を
遂
げ
、
当
社
の
強
み
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。今
後
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
お
よ
び
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ

カ
ル
、
製
薬
、
食
品
の
よ
う
な
景
気
に

左
右
さ
れ
に
く
い
産
業
分
野
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
確
実
な
参
入
を
果
た

し
、
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
も
今

後
の
課
題
で
す
。特
に
我
々
が
得
意
と

し
て
い
る
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

な
ど
で
は
、
国
内
事
業
で
培
っ
た
経
験

を
水
平
展
開
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
競
合

と
の
差
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

北
米
に
お
け
る
我
々
の
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
そ
の
大
半
が
自
動
車
、
半
導
体
関

連
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
況
の
影
響
は

不
可
避
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
の
時

代
を
い
か
に
突
破
し
、
新
た
な
成
長
に

結
び
つ
け
る
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

２
０
０
９
年
に
は
ア
ズ
ビ
ル
ノ
ー
ス
ア

メ
リ
カ
株
式
会
社
の
も
と
で
、
制
御
機

器
や
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器
を
扱
う
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共

有
し
、ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
な
げ

る
こ
と
に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
安

定
化
、
効
率
化
を
実
現
し
ま
す
。さ
ら

に
顧
客
の
現
場
で
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
、
提
案
型
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ
の
展
開
に
よ
り
、

azbil

に
相
談
す
れ
ば
適
切
な
製
品
の

提
案
か
ら
シ
ス
テ
ム
化
ま
で
、
幅
広
い

課
題
に
応
え
て
く
れ
る
と
お
客
さ
ま

に
言
わ
れ
る
会
社
を
将
来
の
目
標
と

し
ま
す
。

　

中
国
・
ア
ジ
ア
、
欧
米
と
い
う
基
盤

と
な
る
エ
リ
ア
に
加
え
、
昨
年
我
々

は
、ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
ド
バ
イ
に
も

拠
点
を
新
設
し
、今
年
は
事
業
の
拡
大

を
期
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
2
0
0
9

年
度
に
は
、南
米
や
東
欧
な
ど
の
新
規

エ
リ
ア
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
ら
の
地
域
を
含
め
て
事
業

基
盤
を
確
立
し
、
2
0
1
0
年
度
か

ら
始
ま
る
新
た
な
中
期
経
営
計
画
に

お
け
る
飛
躍
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

山
武
の
国
際
事
業
の
売
上
高
は
、ま

だ
ま
だ
大
き
く
伸
び
る
余
地
が
あ
り

ま
す
。我
々
の
使
命
は
、
各
事
業
エ
リ

ア
で
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
着
実
な
成
長

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、azbil

グ
ル
ー
プ
全
体
の
成
長
に
寄
与
し
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
十
分

に
実
現
可
能
で
あ
る
と
い
う
自
負
を

持
っ
て
い
ま
す
。

事
業
基
盤
の
確
立
か
ら
成
長
へ

着
実
な
成
長
で
飛
躍
し
ま
す

お
客
さ
ま
の
立
場
で

ソ
リ
ュー
シ
ョン
提
案
を
強
化
し
ま
す
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Topics
製 品 情 報

展 示 会 情 報

ニ ュ ー ス

セミナー情報

今月号よりPR誌の表紙・デザイン・特集内容が一
新されました。特集については、1年を通したテーマ
として「世界に学ぼう」ということで、世界各国の特
徴と日本の取組みなどについてご紹介をしていき
ます。4月号のテーマは「幸福度」。幸福度というの
は、なかなか測ることが難しいものですよね。人の
心次第で幸も不幸も決まるもの。ちょっとしたこと
にも幸せを感じることのできる心を持ちたいもので
す。この時期の日本での幸せは、やはり桜でしょうか。

（akubi）

azbilグループＰＲ誌「azbil」を
ご愛読いただき、

ありがとうございます。

編 集 後 記

表紙が新しくなりました
「人を中心としたオートメーション」で、人々の「安心、快適、達成感」のあ
る仕事や生活を実現するとともに、地球環境への貢献を目指すazbilグ
ループでは、世界中の子供たちへ、美しく夢のある未来をつなげていきた
いという思いを込めて、表紙のデザインを一新しました。写真集「EVERY 
PEOPLE,EVERY ONE」の中から、世界各国の子供たちの写真を紹介
し、笑顔で暮らすことのできる社会の必要性を探っていきます。

表紙テーマ
「すべての
子供たちのために」

1959年東京生まれ。写真家 有田泰而氏に師事後、1983年から写真
家として活動を開始。主な写真集に「EVERY PEOPLE,EVERY ONE」

「TOKYO PORTRAITS」「タマシイのゆくえ」「熱帯劇場」などがある。「世
界の子供たちの未来が希望に満ちあふれるように、ひとりひとりが手を取り
あって歩んでほしい」というメッセージを持って撮影に取り組んでいる。

写真家  松村 昭宏氏

料理研究家であるイェンス・イェンセン氏が、
食を通じてデンマークのライフスタイルを紹
介。週末には農園で野菜を育
て、コロニーへーヴ（小屋）で友
人と楽しい時間を送る。そんな
充実した週末の過ごし方を提案
してくれる一冊です。
▪枻出版社
▪イェンス・イェンセン著
▪価格1260円（税込）

本書を5名の方にプレゼント致します。
お名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号、宛
名ラベルに表示されております8桁の登録番号
をご記入の上、下記宛先に4月末日までにご応
募ください。厳正な抽選の上、当選者ご本人に
直接当選の連絡を致します。なお、社員ならびに
関係者は応募できません。

イェンスの畑づくり
神奈川県・小田原からはじまった
デンマーク流週末の過ごし方

P r e s e n t

▪本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希
望、ご感想、取り上げてほしいテーマなど、皆
さまからのお便りをお待ちしております。お
名前、貴社名・部署名、ご住所、電話番号、
宛名ラベルに表示されております8桁の登
録番号などをご記入の上、下記まで郵送、
FAX、電子メールなどでお寄せください。

▪ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名
ラベルに表示されております８桁の登録番
号も併せてお知らせください。

▪お問い合わせ・プレゼント応募宛先
〒100-6419

東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビル
株式会社 山武 広報グループ
azbil 編集事務局
TEL：（03）6810-1006
FAX：（03）5220-7274
E-mail：azbil-pr@jp.yamatake.com　

▪発行日：2009年 4月 1日
▪発　行：PR誌 azbil 編集事務局
▪発行責任者：岡 訓仁
▪制　作：日経BP企画

ニ
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株式会社 山武商会は、米国フリアーシステムズ社の
赤外線サーモグラフィ「FLIR iシリーズ」の販売を開
始しました。対象物の温度を画面上に表示すること
で、発熱場所や断熱不足などの異常を簡単に検知す
ることができ、工場や建物設備の保守点検作業に大
きく貢献します。小型・計量・片手操作のコンパクトボ
ディで、現場での作業に負担をかけません。

「FLIR iシリーズ」は、可視画像の上に熱画像を重ね
合わせることで、どの部分の温度を計測しているかが
簡単に分かるピクチャー・イン・ピクチャー（画像統合）
機能を採用しています。この機能は、点検作業の効
率化を図るだけでなく、説得力のある報告書作成にも
威力を発揮します。

「FLIR iシリーズ」は、画像解像度によって3機種をご
用意しています。お客さまの用途に応じて、きめ細かく
商品を選択することができます。

赤外線サーモグラフィのラインナップ拡充。「FLIR iシリーズ」を販売開始

展

示

会

情

報

中国制冷展2009
会　　期：4/5（日）～4/7（火）
時　　間：9:00～17:00
会　　場：広州琶洲展館（中国）

● 株式会社 山武　ビルシステムカンパニー コミュニケーションマーケティング部　TEL 03 - 6810 - 1112

エネルギー管理功績者表彰 
資源エネルギー庁長官表彰を受賞
株式会社 山武は、藤沢テクノセンターのセンター長
付次長 塚越隆啓が「エネルギー管理功績者表彰 資
源エネルギー庁長官表彰」を受賞しました。
エネルギー管理功績者表彰は、省エネルギーの意義
を理解し、長年にわたりエネルギー管理の推進に尽力
し、その功績が極
めて顕著である
とみとめられる者
を表彰し、エネル
ギー管理の一層
の普及推進を図
ることを目的とし
ています。

● 株式会社 山武
　経営企画部広報グループ　TEL 03 - 6810 -1006

平成20年度国内クレジット制度
基盤整備事業受託
株式会社 山武は、「平成20年度国内クレジット制
度基盤整備事業（国内クレジット制度推進のための
中小企業等に対するソフト支援事業）」を経済産業
省より受託しました。
平成20年度国内クレジット制度基盤整備事業は、
中小企業などを対象とした排出削減事業（省エネル
ギー事業など）に関する診断、排出削減計画作成な
どを支援するとともに、中小企業などの排出削減にか
かわる情報提供や、窓口業務なども幅広く行う事業
です。経済産業省が2008年11月末に公募を行い、
当社は8社の採択事業者の1社として事業受託しま
した。

● 株式会社 山武
　経営企画部広報グループ　TEL 03 - 6810 -1006

藤沢テクノセンター内に先端技術に関する
研究開発の加速を目的とする先端技術実験棟が竣工
株式会社 山武は、中長期的な社会ニーズをにらんだ、
エネルギー、環境、バイオ、安全、通信、ソフトウェアな
ど、将来の事業拡大につながる先端技術研究を加速
させるため、藤沢テクノセンター内に新たに先端技術
実験棟を建設、竣工しました。これにより、世界トップレ
ベルの技術保有と新技術の創出、そして新しい事業の
柱の創出に注力します。
今回新たに竣工した先端技術実験棟は、延床面積約
6,000㎡、地上6階建てとなっており、マイクロガスセン
サ、サファイアセンサなどの先端的センサ、材料分析や

無線技術開発など各種実験設備を備えた多目的実験
フロアを設けています。また、大田区西六郷にあった環
境技術センターも移転・統合し、世界でもユニークな
温熱環境実験施設などを利用し、環境制御技術の研
究効率を上げていきます。
今回の先端技術実験棟建設で、各工場に散在してい
た実験設備も一カ所に集約され、さらに効率化して研
究開発のスピードアップを図っていく予定です。
● 株式会社 山武
　経営企画部広報グループ 　TEL 03 - 6810 -1006

● 株式会社 山武商会
　事業企画推進部　　TEL 03 - 5961- 2153

製

品

情

報 株式会社 山武は、CO2管理を支援する小規模建物向
けBA（ビルディングオートメーション）システム「savic-
netTMFX mini（セービックネットエフエックスミニ）」を開
発、販売開始しました。
エネルギーの使用合理化に関する法律（省エネ法）の
改正により、従来の建物単位から事業者単位（企業・
自治体）のエネルギー管理が義務化され、小規模建物
においてもエネルギー使用量の管理や、CO2排出量の
削減が求められることになりました。
savic-net FX miniは「低価格でシンプルなCO2排出
量管理」のニーズに応え、FXが持つ汎用Webブラウザ
による容易なオペレーション、システムの柔軟性、拡張
性といった特長はそのままに、CO2排出量換算機能を
新規搭載しております。
今後、新設、既設を問わずあらゆる小規模建物に積極
的に販売し、低炭素社会の実現に貢献してまいります。

省CO2を低コストで支援する 最大管理点数500点、
10,000㎡以下の建物向けBAシステムを販売開始

【機能】　
管理点数500点以下、10,000㎡以下の小規模建物
の空調、照明などの各種設備を監視・制御するBAシス
テム

【特長】
■CO2換算・表示機能によりCO2排出量を見える化、 

日月年報、累積・比較グラフ表示
■設備監視をWeb上で実現
■savic-net FXへの拡張、多棟の集中管理・監視など

が可能
　建物運用状況の変化に柔軟に対応
■環境配慮型リニューアルを実現
　更新時期を迎えた当社BA製品に対応するため、既

存BAシステム周辺機器を活かし、廃棄機器を最小
限に抑えた、環境配慮型のリニューアル工事を実現

主　　催：中国贸易促进会北京分会、中国制冷学会  
              中国制冷空凋工业协会、广东省制冷学会

入 場 料：無料
出展製品：savic-net FX、ACTIVAL他

● 株式会社 山武　
　ビルシステムカンパニー　コミュニケーションマーケティング
　TEL 03 - 6810 -1112

ニ

ュ

ー

ス 株式会社 山武は、2009年1月より北米の2社、中国では3社の事業を
統合し、同時に社名をazbil（アズビル）を冠するものに変更しました。他
の現地法人についても4月から順次azbilを冠する社名に変更します。
今回の海外現地法人の社名変更は、azbilブランドをグローバル市場で
確立することを目的に、ブランド名と社名を統一するとともに、グループ
一丸となった事業展開を推進するものです。

【2009年１月変更】（既発表）
■アズビルノースアメリカ株式会社

（山武センシング・コントロール株式会社と山武アメリカ株式会社を統合）
　　　　　　　　　　　　
■アズビルコントロールソリューション（上海）有限公司

（山武環境制御技術（北京）有限公司、山武環境エンジニアリング 
（上海）有限公司、上海山武自動機器有限公司を統合）

【2009年４月1日付で変更】

海外現地法人の社名を、azbil（アズビル）を冠するものに変更
―azbilグループ国際事業推進体制を強化―

● 株式会社 山武　経営企画部広報グループ TEL 03-6810-1006

新社名 旧社名
アズビル韓国株式会社 韓国山武株式会社
アズビル台湾株式会社 台湾山武株式会社
アズビルベトナム有限会社 山武ベトナム有限会社
アズビルタイランド株式会社 山武タイランド株式会社
アズビルフィリピン株式会社 山武フィリピン株式会社
アズビルマレーシア株式会社 山武マレーシア株式会社
アズビルシンガポール株式会社 山武コントロールズシンガポール株式会社
アズビル・ベルカ・インドネシア株式会社 山武・ベルカインドネシア株式会社
アズビル機器（大連）有限公司 大連山武機器有限公司
アズビル情報技術センター（大連）有限公司 山武情報技術センター大連有限公司
アズビル香港有限公司 山武中国有限公司
アズビルヨーロッパ株式会社 山武ヨーロッパ株式会社
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